
　　　　
（別添資料１）

事業所名 ・こども発達支援ビーンズキッズ＆ジュニア
・発達支援でんでんビーンズ 支援プログラム（参考様式） 作成日 2025 年 2 月 20 日

法人（事業所）理念 子どもたちの健やかな成長のために、共にあそび、共に考え、より良く導くこと(ビーンズ)
日本人としての清らかさ、美しさを身につけ、逞しく、そして優しく生きる力を育む（認こ）

支援方針

子どもたちの個性を尊重し、一人ひとり発達に応じた支援を行います。
活動や遊びを通して子どもたちの可能性を引き出し、将来に向けて必要な支援を提供します。
他者との関わりを重視し社会性を育むよう支援します。
認定こども園いのやまと併設したインクルーシブ保育・療育支援を行い、お子様の集団生活をサポートしていきます。

営業時間 9 時 0 分か
ら 18 時 0 分ま

で 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

・手作りおやつの提供を通した食育。
・ロッカーを使って自身の荷物整理の練習。
・排泄導入の為の声掛け、介助。
〇自ら安全な生活を心がけるよう支援します。基本的な生活スキルや時間、空間を分かりやすく構造化して活動します。

運動・感覚

【運動】月ごとに中心プログラムを変更（鉄棒・跳び箱・縄跳び・マット・トランポリン（エアトラック）・ボール・サイバーホイール等）
・大繩、短縄運動、ジャンピングマット、平均台、坂道マット、エアトラックを使ったジャンプの運動
・ボールを使用した、投げる、考える運動
・巧技台、平均台、ボブルスを使ったバランス運動
・跳箱を使った跳躍運動
・鉄棒を使った自重、握力、ぶら下がり、回転技の運動
・サイバーホイールを使った回転運動
※上記を組み合わせたサーキットトレーニングを実施。
【ワーク】季節ごとの製作活動を通して、微細運動のトレーニング。
〇姿勢保持や、運動動作の改善、感覚の偏りに対する環境調整の支援や、基本的な運動技能の向上を図ります。

認知・行動

・季節のイベントに応じた（桜、梅雨、七夕、ハロウィン、クリスマス等々）造形活動。
・プリント各種（塗り絵、迷路、数数え）を使った色、数等の認知。
〇数量や言葉の概念理解や、環境の適切な理解と適応的な行動を身につけるよう支援します。

言語
コミュニケーション

・表出言語の具体化（代弁、確認）。・プリントを使った文字の読み書き練習。
・小集団での活動を通した、子ども同士のコミュニケーションの場の設定。
〇言葉によるコミュニケーションだけでなく、文字や記号、ジェスチャー等、様々な手段を活用し、状況に応じた意思の伝達や意図の理解を支援します。

人間関係
社会性

・小集団（4人～１０人程度）での療育。
・一人でのおもちゃ遊びから共通の遊びを通して共通の道具、玩具の貸し借りを経験する。
・運動におけるサーキットコースの周回を通して順番待ち、他児との安全、適切な距離感の保ち方を体験する。
〇他者との関係構築や、集団参加に向けた支援をします。遊びや活動を通じて、大人や子ども同士の関りで安定した関係が築けるよう支援します。

家族支援

・個別支援計画立案の為の定期的な面談（年２回）を実施し、家庭での困り感や情報を共
有し、日々のサービス向上に繋げる。
・オンラインによる参観を実施し、子どもたちが実際に活動している様子を保護者と共有。 移行支援

・就学前相談のご案内
・小学校へ進学の際の、法人内の放課後等デイサービスへのご案内



地域支援・地域連携

区の自立支援協議会、放課後等デイサービス児童発達支援それぞれの連絡会への参
加。
関係機関（他同事業所、計画相談、放課後キッズクラブ）とのカンファレンスへの参加。 職員の質の向上

園内（体育指導、造形活動、礼節等々）、及び外部研修へ参加し、専門
的なスキルの獲得を目指す。

主な行事等

・農園体験（じゃがいも、さつまいも、みかん、人参、大根）
・避難訓練（月/１回　火災、地震）


